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のれんで迎えた還幸祭 
 7 月 24 日夕刻、祇園祭の還幸祭で、三条通で

は家々に本能のれんの華を咲かせ、御輿三基をお

迎えしました。 

 色とりどりの古代色

のれん34枚を、立命館･

府立大学の学生さんの

お手伝いを得て、三条

通に面したおうちの玄

関―堀川通から西洞院までの橋東詰町･塩屋町、

さらに東の新町までの釜座町―に飾りました。 

 玄関の造りでのれんを

掛ける用意がされている

お宅は普段のお店のもの

を本能のれんに掛け替え

てもらったり、軒先に針

金でくくりつけたり、ア

ルミサッシや壁には両面テープ付き金具を貼り

付けたり工夫しながら、29 軒のおうちにご協力

いただきました。5時ごろから掛け始め、西日の

さす間は三条通に色を添え、風に吹かれて揺れる

のれんが通り行く人に語りかけるようで、携帯で

写真を撮ったり、｢これは何と読む？｣と首をかし

げたり、話し合ったりする人々がおられました。 

 日が沈み、夕闇があたりを包む頃、｢三条通を

考えよう会｣のスタッフが「もてなし往来三条通」

しつらえの行灯を道路わきに配置され、のれんを

ほのかな光が照らして両者一体となり、ハレの祭

り情緒が高まりました。 

 9 時前ごろから、賑や

かに三基のお御輿が通ら

れ、トップの西御座(三

若)は威勢良く通過、２番

の中御座(四若)と３番目

の東御座(錦)は、三条油小路角で小休止と差し上

げ。「御輿を見る会」のもてなしを受けて、八坂

さんへ帰られました。御輿の担ぎ手も多く、やは

り迫力のある後祭でした。 

 ところで、三条通を飾った古代色のれんは、こ

の後東京に出張しました。｢グッドデザイン賞｣

のコミュニケーション部門に「日本の伝統色のれ

んスタンプラリー～染めのまちに咲くのれんの

華～」として今回応募したためです。１次審査は

通過し、2 次審査のため東京国際展示場(ビッグ

サイト)にて実物・パネル展示が行われました。 

8月 24 日から 26日には一般

公開もされ来場者は3万8千人

を超えました。 

「グッドデザイン賞」は、1957

年に通商産業省によって創設

された「グッドデザイン商品選

定制度」を継承する日本で唯一

の総合的なデザイン評価・推奨

制度です。家電製品や日用品・

文房具など受賞された商品に「Ｇマーク」のシー

ルが貼られているのを見られた方も多いことと

思います。「のれんの華」はイベントとしてデザ

イン賞を狙っています。 

展示会場には約 2500 点もの商品がずらり。大

企業の出展に取り囲まれた「のれんの華」のブー

スは手づくり感たっぷり。数ある展示のなかで足

を止めて見入っている人が多く、写真もたくさん

撮られていました。スタ

ンプラリーに参加して

みたいという声が多数

聞こえてきました。なお

審査結果は 9 月中旬に

発表されます。 
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信長時代の本能寺の瓦出土 

 7月20日～8月6日まで行われていた池須町七

越ビル跡地の埋蔵文化財調査で、信長が焼き討ち

に遭った当時の本能寺と考えられる遺構が発掘

されました。 

 今回、埋蔵文化財調査が行われたのは、京都市

内中心部がほぼ平安京跡であり、4年前の本能校

跡地埋文調査結果より、蛸薬師･西洞院･六角･油

小路通に囲まれるあたりが本能寺跡と確実視さ

れて、埋蔵文化財包蔵地に指定されており、建設

届出段階で、発掘調査指導が下されたためです。 

 敷地が学校跡地のように広くはなく、掘り起こ

しては埋めて、土置場のスペースを作らねばなら

ず、現場が危険であり、調査長期化による工期遅

延も避けたいため、この調査は 8月 7日の京都新

聞１面トップ報道まで、公表されませんでした。

しかし関心ある地元民の見学は許されて、本能ま

ちづくり委員会委員は、調査を担当されている関

西文化財調査会吉川義彦先生のもとに取材に通

わせていただきました。 

 まず、以前ビルが建っていた所と通路部分の、

埋め込まれたビル基礎のコンクリートの狭間、5m

四方 4 箇所からは、2m くらい掘ると、東側から

順に、西洞院川の水路だっ

たと考えられる砂利の川底

面。基礎石が置かれたらし

い跡。円い井戸跡多数。そ

して、西の奥の箇所から、7

月 23 日に瓦の破片の堆積

層と、粘土質の排水路跡が

現れました。黒い瓦は焼けると土の鉄分が酸化し

て赤く変色。黒い瓦と焼けて赤くなった瓦が一緒

に出てきました。時代によって瓦の厚さが異なり、

厚みを計測して近世のものか、信長時代のものか

判断されます。瓦は焼け跡の整地に使われ、堀を

埋めたと考えられるそうです。この時点で、絵図

には描かれていない本能寺境内の内堀の存在が

浮上しました。 

 今から 50 年も以前はビルを建てる時、人の手

で基礎を掘っていたそうですから、必要なところ

しか掘りませんでした。もしその当時に埋文調査

をしていたら何か出土していたかも知れません

が、掘られなかった所が残存していて、今回の調

査で発掘されたのです。 

 敷地は西洞院通りに面し、奥で北側に延びる鍵

型になっています。そこの部分は、はじめ江戸時

代の屋敷のゴミ捨て場のようで、貝殻や陶器の破

片が出ましたが、さらに掘ると、便所の跡のよう

な石組みが出土。一部埋め戻

しつつ、さらに範囲と深さを

拡大すると、本能寺敷地内に

掘られた堀の跡のような土の

堆積層が現れ、8 月 2 日、そ

こから 「能」のつくり部分ヒ

二つが「去」になった字（ヒ

＝火を避ける意味で去る）の

ついた瓦や焼けて赤くなった

瓦が出土し、この地が信長が

焼き討ちにあった本能寺であ

ることが確実になりました。8

月 3 日には、輪宝を額につけ

た鬼の顔の鬼瓦、龍と思われ

るような姿がついた鬼瓦の一

部が出土。そして堀底のヘド

ロを除去すると、8 月 4 日、

幅 2m 高さ 1m くらいの 3 段組の石垣と、深さ 2m

幅 6m くらいの堀の遺構が出現しました。他に、

土師器(はじき:素焼きの土器で使い捨て食器)の

かけらや字が書かれた卒塔婆、動物の骨、瓜類の

種や豆類が出てきました。ヘドロの中でほぼ真空

状態におかれていたため現代まで残ったそうで

す。 ｢これは何だろう？｣と、黒い塊の土を洗い

流すと、まさしく「能」の異体字が現れた時には

どよめきが起こりました。たまたま居合わせて、

発掘の醍醐味を味あわせてもらいました。 

 遺跡の測量に基づく作図、各地層から出土した

破砕物の年代比定・復元など細かな調査はこれか

らですが、信長時代の本能寺の跡地であるのは確

実で、本能寺関連の遺物が出土したのは今回が初

めてだそうです。 

 来たる 9月 28 日、調

査をされた関西文化財

調査会の吉川義彦先生

をお招きし、｢本能もの

しり講座｣にて、お話を

うかがう予定です。皆

様お越し下さい。(Ｎ村) 

 

お知らせ 
  第 4 回 本能ものしり講座 開講 

    9 月 28 日(金)PM7：30 より 

    本能自治会館 2 階会議室 

「平成ロマン 今明かされる本能寺」 

   講師：関西文化財調査会代表 

          吉川義彦先生

江戸時代の便所の跡 

井戸の跡 

三段組の石垣出現！！ 
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本能自治会館の 
台所にもお札が 

京の火除けの神さん [山田町の村田茂雄様からお寄せいただきました。ありがとうございます。] 

 7 月 4 日、愛宕神社の御札の斡旋が、町内回覧版にてありました。そこで「火

迺要慎」をとりあげたいとおもいます。 

 毎年 7 月 31 日は千日詣り。京都に火事が少ないのは愛宕さんのおかげどす。 

京都ならどこのご家庭の台所でも見かけます。ほんまに京都人の火事に対する

意識の高さのあらわれですけど、そうは言わへんところが京都人です。また念に

は念を入れて火の始末をする京都人のしつこさで、京都のまちを火から守ってき

たのです。 

 愛宕神社[右京区嵯峨愛宕町１]は、火除けの神。全国に 800 以上ある愛宕神社

の総本山。愛宕大権現として有名です。本来の姿は勝軍地蔵とされ、軍に勝つ地蔵という意味から、

その石仏はヨロイとカブトを着け、錫杖等を持つ姿をしています。本能寺の変の前に、明智光秀が愛

宕権現の一坊｢威徳院｣を、5 月 27 日に参籠しています。このことでも勝軍地蔵であることがうなず

けます。 

 日本で最初に祀られた火難除けの神として、三宝大荒神さんがあります。

摂津勝尾山の地から、明徳元年(室町時代 1390 年。ご参考に応仁の乱は

1467 年に始まる)に洛陽、醒ヶ井高辻の地に遷座され、清荒神(きよしこう

じん)と称せられました。現在、天台宗提境山観音寺として祀られています。 

 明徳３年、御所守護のため、東南の地に遷座。清荒神(きよしこうじん)

正式名天台宗護浄院(ごじょういん)[上京区河原町通荒神口西入る荒神町]

として、国家安泰・五穀豊穣・火難即滅・日常生活の平穏を祈願。一般の

ご家庭での火の守護神として最浄所の意味で炊事場の上に崇め祀ってお

ります。境内には京都七福神のひとつがあります。 

余談：観音寺さん、戦時中、軍の命令により格致小学校講堂の地から、旧   

JR 二条駅で駅舎の移動があったように、観音寺さんも現在地に移された、

と、住職よりお話がありました。町名も荒神町で、自治会としては仏光寺

通の喜吉町と一緒に、喜吉荒神町として活動されています。 

 取材に際しては 林龍昇堂さま快く台所撮らせてくださり、観音寺住

職・護浄院の奥様も快く説明くださり、感謝申し上げます。 

 最後に本能消防分団さんの日頃からの熱心な活動に敬意を表したいと思います。 

            平成 19 年 7 月 7 日      山田町 村田 茂雄 
村田さんの原稿・写真は本能まちづくり委員会ホームページに掲載しています。ご覧下さい。本能まちづくりニュース・ 

本能まちづくり委員会ホームページへの皆様のご投稿をお待ちしています。 
 

「千日詣」とは、7月 31 日夜から 8 月 1日未明にかけて愛宕神社に参ると、千日分の火伏と防火の

ご利益があるとされるものです。また、3 歳までにお参りすれば一生火事に逢わないともいわれ、参

拝者には子ども連れも多いそうです。 

 愛宕神社の社務所にお尋ねすると、古くから神仏習合の修行霊場で、火伏・防火に霊験あり。明治

初年の神仏分離令で白雲寺廃絶・愛宕神社となり現在にいたる。その際史料は散逸したが、「千日詣」

には、江戸時代から一般の方が参っていると伝えられている、とのことでした。 

 本能学区では、戦後消防分団設立以来、団員の方々は無火災祈願をかけて毎年お参

りされています。今年も平野雅左夫団長ら 6 名は清滝口を出発。団員の体力に応じて、

1 時間半から 3 時間かけて愛宕山を登り、山頂の愛宕神社で無火災のご祈祷。御祓い

をうけ、学区民の大 80枚・小 780 枚ほどのお札を受けてこら

れました。雨に遭って濡れないように、お札をビニールに包

んで背中のリュックに。和紙でできているので相当重いそう

です。そして下山。団長は「無火災を願って、命ある限り登

る」とおっしゃっています。 

 町内で斡旋される「阿多古祀符火迺要慎」のお札はこうしてもたらされ、8

月 1日に皆様のお手元に配られます。(Ｎ村) 

観音寺 

護浄院 

本年の本能消防分団愛宕登山隊 

林龍昇堂様お台所 
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輪投げ 

学区情報  猛暑中の本能夏まつり 
本年も「本能夏まつり」が 8月 18 日(土)午後 4時～9時まで、本能グランドにて開催されました。連日、体温を

越す猛暑。夏まつり当日も夜まで暑い日となりました。 
                                      

午後 4 時に平野雅左夫

自治連合会会長による挨

拶で幕を開けました。ス

テージでは子供たちによ

る少林寺拳法の演舞、カ

ントリーバンド“ドリフ

ティングホーボーズ”の

演奏、よさこいソーランの華麗な踊り、｢あっ、あの

人が歌ってはるわー｣カラオケ、と次々に華やかで楽

しいパフォーマンスが繰り広げられました。 

『楽しいゲームコーナー』ではビンつり・ダーツ・

型抜きなど 6つのゲームがあり、チケットとゲットし

た景品を持った子供たちで大賑わいでした。ビンつり

は結構上手にビンを釣り上げる子供が多く商品がな

くなりそうだったとか。型が抜けたと思ったら｢あー、

ひびが入って割れてしもたー｣という子や、輪投げで

は近くのものを狙って確実に景品を手に入れる子も

いて、それぞれが年齢に応じて楽しんでいました。 

『味自慢の夜店』は｢まだ

か！まだか！｣の雰囲気に、4

時半過ぎの時点で急遽、久保

実行委員長から｢屋台開店時

刻を早めます！｣のアナウン

ス。皆いっせいに屋台へ。暑

かったので｢カキ氷３回も食べた｣という声。本能学区

なので｢信長そうめん｣と銘打った本もの志向の素麺

も登場。また夏まつりらしい

カレー・たこ焼き・焼きとう

もろこし等も人気でした。 

『学区のお店』は、お野菜

の加ね繁さん・クッキーの双

月堂さん・和菓子の米満さ

ん・共同作業所のソルト売店さんらの出店で、普段と

は違う雰囲気での買い物ができました。 

『お楽しみ抽選』は今年も空クジなしの抽選会です。

当たりが出ると｢○○町 ○○様｣と札が貼られて｢い

やー、○○さん当たらはったわ～｣と地元ならではの

感想が聞こえてきました。当った人の一番多い｢5 等 

エコバック｣、皆さんお買い物に

大いに利用してください！抽選

会場にお越しいただいた方は

420 名(一戸建ての方・マンショ

ンの方、ほぼ同数)で、｢本能夏

まつり｣は地域住民交流の場の

一つとなっているでしょう。 

『盆踊り』午後 7 時、櫓の太

鼓が響きわたり、盆踊りが始まりました。炭坑節・マ

イムマイムから江州音頭まで順に流れ、お約束？のマ

ツケンサンバと松ケンさん？の姿も・・・。学生さん

は｢これ学校の体育で習

ったなー｣と言いつつ踊

り、小学生は｢高倉祭りで

踊った曲やー｣と踊り、参

加者皆が楽しめて、踊り

の輪が途切れることはあ

りませんでした。9時にな

って最後の曲は太鼓を打ってくださった小林さんの

声掛けで「マイムマイム」をグランドにいた皆で総踊

り。年々ヒートアップしていく盆踊りです。
 

 朝から、学区のスタッフと立命館大学・府立大学の学生さんによる櫓やステージの組み立てが始まり、午後には

各パートごとに屋台やゲームの準備で大忙しでした。参加者もスタッフもひとつになって盛り上がった｢本能学区｣

ならではの夏まつりであったのでは？暑い中、熱中症で倒れる方もなく、無事に夏まつりを終えることができまし

た。皆様ありがとうございました。（あ） 
 

夏まつりに思う      本能自治連合会会長 平野雅左夫 
 今年の夏は燃えるような暑い日々。日本列島に 40℃を超える所多々

あり、我が本能まつりも 8 月 18 日の熱中症の心配される中でしたが、

大変な盛り上がりの内に、多数の区民の参加を得ることができました。 

 久保実行委員長を中心に、日頃地域活動されているボランティアの

人々、まちづくりの学生さん･中学生の 20 余名の活動に、またあの真剣

な眼差しに、私も少々たじろぐ程感動を受けました。高齢者の頑張りも

あり、素晴らしい夏まつりになったと思います。 

最後になりましたが、マンションに住まいのＸ氏から、お菓子代とし

て多額の御祝金を賜りましたこと、この文面をお借りして御礼申し上げ

ます。夏まつりを無事終了できましたことを喜んでおります。 

ひとりごと 

◎炎天下の発掘作業。水分補給と休憩が

必要な過酷な作業です。が、見物してい

ると時間を忘れます。(Ｎ村) 

◎酷暑続きのこの夏、皆さんの｢暑気祓

い｣は？ 私は｢信長そうめん茹で｣です。

(ゆ) 

◎｢各町内ごとの地蔵盆｣と｢本能学区の

夏まつり｣、地域の行事がホットな夏です。

普段とは違う地域のよさを再確認します

ね。(あ) 
 

本能まちづくりニュース 40号編集: 

本能まちづくり委員会広報部 


